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４
面
に
つ
づ
く

3年連続“絶景温泉”日本一の「みたまの湯」

山
梨
の
名
湯
を
楽
し
み

山
梨
の
名
湯
を
楽
し
み

心
も
身
体
も
健
康
で

心
も
身
体
も
健
康
で

豊
か
な
人
生
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

豊
か
な
人
生
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

境
科
学
研
究
所
検
討
委
員
会
会
長
、
環

境
影
響
評
価
技
術
等
審
議
会
会
長
等
歴

任
。
宝
石
貴
金
属
協
会
名
誉
会
長
、
富

士
山
博
物
館
名
誉
館
長
、
大
月
短
期
大

学
地
球
科
学
名
誉
教
授
。
専
攻
は
地
球

科
学
「
構
造
地
質
学
・
環
境
地
質
学
・

防
災
地
質
学
」。
山
梨
県
文
化
賞
・
文

化
功
労
者
賞
、
文
部
科
学
省
地
域
文
化

功
労
者
表
彰
、
山
梨
県
県
政
功
績
者
表

彰
、
温
泉
科
学
会
功
労
賞
な
ど
受
賞
。

　
甲
府
市
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院

修
了
。
世
界
遺
産
富
士
山
山
梨
県
学
術

委
員
、
環
境
庁
の
富
士
箱
根
伊
豆
国
立

公
園
管
理
計
画
検
討
会
座
長
、
県
の
環

 

田
中
収  

大
月
短
期
大
学
名
誉
教
授

（田中 収 名誉教授 原図）

■ 古い日本列島に交わる新しい日本列島
と四つのプレート

　　
1111
月月
2626
日
は
「
い
い
ふ
ろ
の
日
」。
世
界
で
も
稀
な
地
質
構
造
を

日
は
「
い
い
ふ
ろ
の
日
」。
世
界
で
も
稀
な
地
質
構
造
を

持
つ
山
梨
県
内
に
は
、
様
々
な
泉
質
と
風
光
明
媚
な
景
観
で
心
と
体

持
つ
山
梨
県
内
に
は
、
様
々
な
泉
質
と
風
光
明
媚
な
景
観
で
心
と
体

を
癒
す
こ
と
の
出
来
る
温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
大
月
短
期
大

を
癒
す
こ
と
の
出
来
る
温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
大
月
短
期
大

学
名
誉
教
授
で
「
温
泉
の
神
様
」
と
称
さ
れ
る
田
中
収
氏
に
、
と
く

学
名
誉
教
授
で
「
温
泉
の
神
様
」
と
称
さ
れ
る
田
中
収
氏
に
、
と
く

に
お
薦
め
の
県
内
温
泉
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
お
薦
め
の
県
内
温
泉
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
に
効
く
山
梨
の
温
泉

こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
に
効
く
山
梨
の
温
泉

山
梨
は
、
４
つ
の
プ
レ
ー
ト

が
ひ
し
め
き
あ
う
、
世
界
で
も

稀
な
地
質
構
造
を
も
つ
極
め
て

個
性
的
な
地
域
で
す
。地
質
の

複
雑
さ
に
よ
る
泉
質
の
多
様

性
、
温
泉
地
標
高
の
多
様
性
に

よ
る
転
地
療
養
、四
大
国
立
・
国

定
公
園
に
よ
る
最
高
の
景
観
環

境
な
ど
温
泉
相（
環
境
）資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
、
大
地
の
ロ
マ

ン
あ
ふ
れ
る
地
域
な
の
で
す
。

私
が
温
泉
調
査
、掘
削
、温
泉

相
特
性
等
の
指
導
助
言
に
携
わ

っ
た
温
泉
は
、
県
内
で
90
前
後

の
天
然
温
泉
。独
自
の
山
梨
の

地
質
構
造
図
を
手
掛
か
り
に
指

導
を
続
け
、
60
年
も
の
月
日
が

た
ち
ま
し
た
。

悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
で
育

ま
れ
た
魅
力
あ
る
温
泉
を
堪
能

し
、よ
り
健
康
で
長
生
き
し
、充

実
し
た
至
福
の
時
間
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

昔
か
ら
多
く
の
人
々
は
、
地

下
か
ら
自
然
に
湧
き
出
し
て
く

る
温
か
い
お
湯
を
温
泉
と
呼

び
、
冷
た
く
て
も
何
か
味
が
あ

っ
た
り
、
臭
い
が
あ
る
水
を
鉱

泉
と
呼
ん
で
浴
用
な
ど
に
長
く

使
用
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、温
度
に
し
て
も
、成

分
に
し
て
も
普
通
の
地
下
水
と

ど
こ
で
区
別
す
る
か
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。現
在
、環
境
省

で
は
、
温
泉
に
関
す
る
定
義
と

分
類
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
温

度
で
は
25
度
か
ら
34
度
未
満
ま

で
が
低
温
泉
、
34
度
か
ら
42
度

未
満
ま
で
が
中
温
泉
、
42
度
以

上
を
高
温
泉
と
呼
ん
で
い
ま

す
。ま

た
25
度
未
満
で
あ
っ
て
も

溶
存
し
て
い
る
物
質
が
水
１
㌔

㌘
の
中
に
１
０
０
０
㍉
㌘
以
上

「
温
泉
の
神
様
」田
中
先
生
が
語
る

山
梨
の
温
泉
の
魅
力

そ
も
そ
も
温
泉
と
は
…

そ
も
そ
も
温
泉
と
は
…

あ
る
か
、
ま
た
は
特
別
に
定
め

ら
れ
た
物
質
が
一
定
量
以
上
あ

る
と
い
う
分
析
の
結
果
が
あ
れ

ば
、
温
泉
法
で
い
う
温
泉
に
な

り
ま
す
。

溶
存
物
質
の
特
性
に
よ
っ
て

昔
は
食
塩
泉
と
か
、
重
曹
泉
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
泉
と
か
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸
水
素
塩
泉
と

い
う
呼
び
名
を
使
っ
て
い
ま

す
。簡

単
に
い
う
と
、
温
泉
の
定

義
は
「
地
下
か
ら
湧
出
す
る
温

水
・
鉱
水
、お
よ
び
水
蒸
気
、そ

の
他
の
ガ
ス
（
炭
化
水
素
を
主

成
分
と
す
る
天
然
ガ
ス
を
除

く
）で
25
度
以
上
の
温
度
、ま
た

は
定
め
ら
れ
た
物
質
を
有
す
る

も
の
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

11月26日は いいふろ の日 田
中
収  

大
月
短
期
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
温
泉
の
す
す
め

2024年（令和６年）　11月22日（金曜日） 【PR特集】



4

山梨の温泉環境の特性
１
　
地
質
構
造
の
多
様
性
が
育
む
、
天
然
温
泉
の
泉
質
の
多
様
性
に
よ
る
名
湯
群
。

２
　
地
質
構
造
の
多
様
性
が
生
み
出
す
、
温
泉
地
の
標
高
差
も
含
む
地
形
の
多
様
性
に
よ
る
名

湯
群
。

３
　
地
形
の
多
様
性
に
よ
る
優
れ
た
景
観
環
境
の
多
様
性
に
よ
る
名
湯
群
。

４
　
地
質
構
造
、
地
形
の
多
様
性
に
よ
る
動
植
物
も
含
め
た
自
然
環
境
の
多
様
性
に
育
ま
れ
た
、

歴
史
、
文
化
、
自
然
遺
産
、
文
化
遺
産
を
有
す
る
名
湯
群
。

５
　
厚
生
労
働
省
認
定
の
温
泉
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
型
健
康
増
進
施
設
、
温
泉
入
浴
指
導
員
、
山
梨

県
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合
認
定
の
温
泉
療
養
士
な
ど
人
材
豊
か
な
名
湯
群
。

温
泉
は
、
世
界
中
の
人
々

に
入
浴
、飲
用
、吸
引
な
ど
の

方
法
に
よ
り
病
気
の
治
療
や

保
養
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。中

で
も
日
本
は
、
古
く
か

ら
世
界
に
冠
た
る
温
泉
国

で
、
鉱
泉
や
温
泉
を「
湯
治
」

と
し
て
、
健
康
の
維
持
や
病

気
の
治
療
な
ど
に
用
い
て
き

ま
し
た
。

現
在
、
日
本
の
温
泉
地
は

３
３
０
０
カ
所
以
上
あ
り
、

一
年
間
に
温
泉
を
宿
泊
利
用

し
た
延
べ
人
数
は
１
億
３
０

０
０
万
人
に
お
よ
び
、
観
光

的
利
用
を
中
心
と
し
た
世
界

一
の
温
泉
天
国
に
な
っ
た
と

甲
府
盆
地
は
、
非
火
山
性

の
深
層
熱
水
温
泉
帯
、
甲
府

盆
地
基
盤
断
裂
温
泉
帯
、
甲

府
北
部
火
山
性
基
盤
断
裂
温

泉
帯
な
ど
か
ら
、
石
和
温
泉

い
え
る
で
し
ょ
う
。

山
梨
県
内
に
は
、
冷
鉱
泉

富
士
川
地
域
は
、
新
第
三
系

の
グ
リ
ー
ン
タ
フ
な
ど
の
基

盤
断
裂
温
泉
帯
等
か
ら
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
塩
化
物
温
泉
、カ

ル
シ
ウ
ム
硫
酸
塩
温
泉
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
炭
酸
水
素
塩
温

泉
な
ど
の
様
々
な
温
泉
が
湧

出
し
て
い
ま
す
。

北
杜
市
白
州
町
に
お
い
て

は
、
糸
魚
川
静
岡
地
質
構
造

線
の
活
断
層
線
上
に
、
ペ
ー

ハ
ー
９
・
95
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

カ
ル
シ
ウ
ム
塩
化
物
温
泉
が

湧
出
し
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
１
０
０
年
前
に

は
、25
度
以
上
の
温
泉
は
、８

カ
所
し
か
な
い
温
泉
地
の
極

め
て
貧
弱
な
山
梨
県
が
、
現

在
、
１
５
０
カ
所
以
上
の
温

泉
法
の
要
件
を
満
た
す
温
泉

を
有
し
、
山
梨
県
民
の
福
祉

と
観
光
を
中
心
に
し
た
地
域

活
性
化
の
目
玉
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

も
含
め
１
５
０
カ
所
以
上
の

温
泉
地
が
あ
り
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

温
泉
に
な
る
た
め
の
条
件

は
、
第
一
に
熱
源
が
あ
る
こ

と
で
す
。地
中
の
浅
い
と
こ

ろ
に
熱
源
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
す
な
わ
ち
火
山
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。日
本
列
島
に
は
、プ
レ
ー

ト
の
沈
み
込
み
帯
が
作
る
火

山
が
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。第

二
に
、
温
泉
に
な
る
た

め
の
地
下
水
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
で
す
。日
本
は
細
長

い
列
島
で
海
水
に
囲
ま
れ
、

降
水
量
も
比
較
的
多
い
地
域

で
す
。

第
三
に
、
地
下
か
ら
の
熱

源
を
供
給
す
る
通
り
道
と
、

温
泉
水
を
涵か

ん

養よ
う

し
て
い
る
、

割
れ
目
や
隙
間
の
大
き
い
堆た

い

積せ
き

物
の
存
在
で
す
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た

す
と
こ
ろ
は
、
北
海
道
か
ら

東
北
の
脊せ

き

梁り
ょ
う

山
脈
、北
・
中

信
州
、
山
梨
を
通
っ
て
伊
豆

ま
で
続
く
火
山
前
線
が
形
成

さ
れ
る
地
域
で
、
こ
の
地
帯

日
本
は
世
界
一
の
温
泉
天
国３

つ
の
条
件

１
０
０
年
前
の
主
な
温
泉
は
た
っ
た
８
カ
所

は
日
本
の
温
泉
の
主
要
分
布

地
域
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
勢
的
に

見
る
と
、
山
梨
に
は
昔
か
ら

数
多
く
の
温
泉
が
あ
っ
た
の

で
は
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
30
年
代
ま
で
、
山
梨

の
人
は
、
一
年
に
一
度
か
二

度
、
わ
ざ
わ
ざ
お
金
を
出
し

て
県
外
の
温
泉
地
に
出
掛
け

る
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。

１
８
９
５（
明
治
28
）年
発

行
の『
甲
斐
名
湯
案
内
誌
』に

よ
れ
ば
、
山
梨
県
の
８
カ
所

あ
る
25
度
以
上
の
温
泉
の
う

ち
、
富
士
川
支
流
早
川
渓
谷

の
西
山
温
泉
、
峡
南
下
部
川

渓
谷
の
下
部
温
泉
、
笛
吹
川

渓
谷
の
川
浦
温
泉
、
塩
ノ
山

山さ
ん

麓ろ
く

の
塩
山
温
泉
、
湯
村
山

山
麓
の
湯
村
温
泉
の
５
カ
所

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

し
た
。

当
時
の
山
梨
は
全
国
的
に

見
て
も
き
わ
め
て
温
泉
が
少

な
く
、
恵
ま
れ
な
い
地
域
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
ラ
ジ
ウ
ム
含
有
量

が
世
界
一
と
い
わ

れ
る
増
富
温
泉
が

世
に
出
さ
れ
、
さ

ら
に
１
９
６
１
年

に
石
和
町
で
、
ぶ

ど
う
畑
か
ら
高
温

の
湯
が
湧
出
し
ま

し
た
。こ
の
石
和
・

春
日
居
温
泉
の
誕

生
が
、
山
梨
の
温

泉
県
と
し
て
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し

た
。

湧
出
し
、
甲
州
市
大
和
町
の

ペ
ー
ハ
ー
10
・
３
を
筆
頭
に
、

丹
波
山
村
、
小
菅
村
な
ど
高

い
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
郷
を
形

成
し
て
い
ま
す
。巨
摩
山
地
、

（田中 収 名誉教授 原図）
■ 山梨県地質図

（田中 収 名誉教授 原図）
■ 山梨県地形区分図

も
含
め
、
１
０
０
カ
所
以
上

の
多
様
性
あ
る
温
泉
が
湧
出

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、関
東

山
地
基
盤
断
裂
温
泉
帯
に

も
、
20
カ
所
以
上
の
温
泉
が

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
泉
質

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
泉
質

１
５
０
を
超
え
る
個
性
的
な
県
内
温
泉

2024年（令和６年）　11月22日（金曜日）【PR特集】
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温
泉
入
浴
法

（大月短大名誉教授 田中収 原図）

かけ湯

気泡湯

源泉
ぬる湯浴 全身浴

サウナ浴 寝湯浴

かぶり湯

部分浴

圧注浴

外湯浴

打たせ浴

温
泉
の
効
果

山
梨
の
温
泉
は
最
高
級
の
温
泉
相

山
梨
の
温
泉
は
最
高
級
の
温
泉
相（（
温
泉
環
境

温
泉
環
境
））

ふ
る
さ
と
山
梨
は
、春
、夏
、秋
、

冬
、表
情
を
刻
々
と
変
え
る
、美
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。山

梨
県
の
地
質
構
造
は
、
富
士
五
湖

を
含
む
富
士
山
周
辺
の
「
環
霊
峰

富
士
山
地
域
」、北
山
山
地
・
巨
摩

山
地
・
御
坂
山
地
に
囲
ま
れ
た「
甲

府
構
造
性
盆
地
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

大
自
然
コ
ロ
シ
ア
ム
地
域
」、南
ア

ル
プ
ス
・
八
ヶ
岳
・
関
東
山
地
の

「
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
斜
交
衝
突
大

地
地
域
」
の
3
つ
に
大
別
さ
れ
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
山
、美
し

い
川
、美
し
い
森
、美
し
い
空
が
あ

り
、そ
の
環
境
の
も
と
、心
美
し
い

人
々
と
の
一
期
一
会
の
素
晴
ら
し

い
出
会
い
が
で
き
る
、
そ
れ
が
ふ

る
さ
と
山
梨
で
す
。

こ
の
最
高
の
環
境
に
は
、
さ
ら

に
高
度
格
差
も
加
わ
り
ま
す
。富

士
川
の
南
端
の
標
高
70
㍍
か
ら
３

０
０
０
㍍
級
の
富
士
山
や
白
根
三

山
ま
で
、
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
大
規
模
な
大
地
形
や
、
非

常
に
小
規
模
な
微
地
形
に
よ
っ
て

山
梨
の
大
地
は
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

に
天
然
温
泉
が
点
在
し
、
多
様
性

の
あ
る
温
泉
相（
環
境
）の
名
湯
と

相
ま
っ
て
、
最
高
の
転
地
療
養
の

ふ
る
さ
と
山
梨
を
形
作
っ
て
い
ま

す
。地

質
の
多
様
性
が
地
形
の
多
様

性
を
育
み
、
大
地
の
多
様
性
が
植

物
相
や
動
物
相
の
多
様
性
を
生

み
、
自
然
の
多
様
性
が
人
々
の
宗

教
や
文
化
、歴
史
、民
俗
、食
の
世

界
を
つ
く
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
地
に
最
高
の
遺
産
を
育
ん
で

い
ま
す
。名
湯
周
辺
に
は
、飽
き
る

こ
と
の
な
い
感
動
と
出
会
え
る
楽

し
み
が
待
っ
て
い
ま
す
。

森
林
浴
効
果
ひ
と
つ
と
っ
て

も
、
最
近
の
研
究
で
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
状
態
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
低

下
し
た
り
、
白
血
球
の
リ
ン
パ
球

と
顆
粒
球
の
比
率
が
理
想
的
な
割

合
に
近
づ
き
、
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
が
整
い
、
が
ん
細
胞
を
撃
退

す
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
が

増
え
、
し
か
も
一
カ
月
ぐ
ら
い
の

温
泉
の
熱
と
溶
存
物
質
に
よ
っ
て

皮
下
の
血
管
を
広
げ
血
流
を
増
加
さ

せ
、保
温
効
果
を
高
め
ま
す
。低
め
の

温
泉
に
入
浴
し
て
も
、
い
つ
ま
で
も

れ
る
血
液
の
増
加
に
よ
り
、酸
素
・
栄

養
を
よ
り
多
く
取
り
入
れ
、老
廃
物
、

炭
酸
ガ
ス
を
体
外
に
早
く
出
し
、
疲

労
を
な
く
し
ま
す
。

入
浴
に
よ
り
浮
力
が
高
ま
り
、
体

の
動
き
が
楽
に
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
も
適
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
温
泉
水
の
抵
抗
利
用
に
よ
る
体

力
作
り
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

温
泉
に
は
、
種
々
の
化
学
物
質
を

溶
存
し
て
い
ま
す
が
、
二
つ
と
同
じ

成
分
構
成
を
有
し
て
い
る
温
泉
は
な

く
極
め
て
多
様
性
が
あ
り
ま
す
。こ

の
溶
存
成
分
が
皮
膚
か
ら
体
の
中
に

浸
透
し
た
り
、
体
に
総
合
的
に
作
用

し
、
医
学
的
効
用
な
ど
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
の
で
す
。

近
年
、
人
々
の
内
分
泌
器
官
や
自

律
神
経
の
リ
ズ
ム
が
ス
ト
レ
ス
な
ど

に
よ
り
狂
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、温
泉
、散
歩
、食
事
、睡
眠
な
ど
を

正
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
２
～
３
週

間
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
、病
気
予
防
、

健
康
増
進
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

温
泉
医
な
ど
の
正
し
い
指
導
の
も

と
に
、温
泉
を
飲
む
こ
と
に
よ
り
、温

泉
医
学
的
効
用
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
飲
泉
法

に
長
い
歴
史
が
あ
り
、
効
果
を
高
め

て
い
ま
す
。

有
効
性
が
あ
る
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。名
湯
の
素
晴
ら
し
い
環

境
を
十
分
楽
し
み
健
康
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

ポ
カ
ポ
カ
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め

で
す
。

水
圧
に
よ
り
静
脈
血
を
心
臓
へ
戻

す
力
を
強
め
、
心
臓
か
ら
押
し
出
さ

温

熱

効

果

浮

力･

温

泉

水

抵

抗

効

果

静

水

圧

効

果

化

学

物

質

効

果

連

続

浴

効

果

飲

泉

効

果
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（田中 収 名誉教授 原図）

フォッサマグナ概念図

温
泉
の
神
様 

田
中
名
誉
教
授
の

名
湯
ひ
と
口
コ
メ
ン
ト

甲府市街にある。黄金色の金の

湯・湧出量豊かな重曹泉・食塩

泉の天然温泉。

自噴する単純硫黄泉に加えア

ルカリ性単純泉を引き湯にし

た癒やしの天然温泉。

燈屋

尾白の湯トータス温泉

下部ホテル

「つぼ湯」「サウナ」「料理」など

最高級の癒やしの天然温泉。

名山・甲斐駒ヶ岳を望み、名水・

南アルプス天然水を伴う、日本

最高級超高濃度の天然温泉。

「保温効果」「美肌効果」に優れ

た「炭酸水素塩」「塩化物」の天

然温泉。

みたまの湯

鐘山苑ぷくぷく 
やまなしフルーツ温泉

絶景温泉日本一の名湯絶景温泉日本一の名湯

赤富士と出会える名湯赤富士と出会える名湯

ワインレッドのモール温泉。

フォッサマグナの景観を一望

できる、大展望の天然温泉。

標高850mの高原に位置し、極

めてユニークな、硫酸塩泉系

の高アルカリ性天然温泉。

昼は富士眺望の絶景、夜は新日

本三大夜景。宝石薬石施設の天

然温泉。

百
カ
所
以
上
の
天
然
温
泉

を
育
ん
だ〝
ふ
る
さ
と
山
梨
〟

の
大
地
の
岩
盤
（
地
質
）
は
、

箱
庭
的
に
極
め
て
複
雑
で
、

多
様
な
地
質
構
造
を
有
し
て

い
る
だ
け
に
、
泉
質
、
泉
温
、

湧
出
量
な
ど「
温
泉
相
」が
異

な
る
温
泉
が
県
内
各
所
に
分

布
し
て
い
て
、
自
由
に
選
ん

で
、
健
康
維
持
に
利
用
し
た

り
、
入
浴
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
ん
な
温
泉
を
具
体
的
に

い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、
市

川
三
郷
町
の「
み
た
ま
の
湯
」

の
露
天
風
呂
は
フ
ォ
ッ
サ
・

マ
グ
ナ
大
景
観
の“
貴
賓
席
”

で
、
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
モ
ー

ル
温
泉
の
名
湯
で
す
。富
士

吉
田
市
の
霊
峰
富
士
の
眺
望

に
優
れ
た
日
本
最
高
級
の
温

泉
ホ
テ
ル
・
鐘
山
苑
は「
富
士

山
温
泉
“
赤
富
士
の
湯
”」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。身

延
町
の
下
部
温
泉
郷
「
下
部

ホ
テ
ル
」の
温
泉
は
、石
原
裕

次
郎
が
骨
折
を
治
し
た
こ
と

で
有
名
で
す
。

北
杜
市
白
州
町
の
「
尾
白

の
湯
」は
、日
本
最
高
級
の
超

高
濃
度
温
泉
、甲
府
市
の「
ト

ー
タ
ス
温
泉
」は
、ナ
ト
リ
ウ

ム
・
炭
酸
水
素
塩
・
塩
化
物
温

泉
の
か
け
流
し
温
泉
、
山
梨

市
の
高
ア
ル
カ
リ
温
泉
「
フ

ル
ー
ツ
温
泉
ぷ
く
ぷ
く
」
は

新
日
本
三
大
夜
景
を
露
天
風

呂
か
ら
一
望
で
き
ま
す
。ま

た
、
和
風
も
取
り
入
れ
た
天

然
温
泉
で
、「
サ
ウ
ナ
浴
」「
料

理
」も
最
高
級
な「
和
こ
し
の

湯
」厳
選
湯「
燈
屋
」や
、深
度

１
５
０
０
㍍
の
基
盤
か
ら
湧

出
し
て
く
る
源
泉
の
「
や
ま

な
み
の
湯
」の
天
然
温
泉
等
、

実
に
多
様
性
に
富
ん
だ
温
泉

群
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
温
泉
地
に

は
、
他
に
は
な
い
個
性
的
で

ユ
ニ
ー
ク
な
文
化
遺
産
的
潜

在
資
源
も
数
多
く
埋
も
れ
て

い
て
、
こ
れ
ら
の
潜
在
資
源

を
ソ
フ
ト
的
発
想
で
発
掘

し
、
よ
り「
温
泉
相
」を
個
性

的
に
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性

化
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
発
想
で

多
様
な
地
質
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
源
泉

温
泉
は
、
地
球「
ガ
イ
ア
」

が
人
々
に
恵
み
授
け
て
く
れ

た「
地
球
の
体
液
」と
呼
べ
る

極
め
て
貴
重
な
宝
で
す
。多

様
性
あ
る
豊
か
な「
温
泉
相
」

に
感
謝
し
、
温
泉
水
も
含
む

水
資
源
の「
涵
養
量
」と「
利

用
量
」の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、

環
境
を
保
全
し
、ま
た「
温
泉

相
」を
生
か
し
た「
休
養
・
保

養
・
療
養
」に
関
す
る
温
泉
医

学
的
活
用
も
十
分
に
取
り
入

れ
な
が
ら
、よ
り
良
い「
温
泉

相
」を
残
し
、作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
地
域
の
人
々
の
健

康
・
福
祉
や
活
性
化
に
つ
い

て
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。「
温
泉
と
地
域

活
性
化
」に
つ
い
て
、こ
れ
か

ら
は
、ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
的
発

想
だ
け
で
な
く
多
様
性
を
生

か
し
た
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
的

発
想
が
極
め
て
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

●温泉相

　温泉を泉質、湧出量、効能だけでなく標高、景観、歴史、文化遺

産など全ての温泉環境（温泉の顔）によってとらえる考え方（田

中収名誉教授命名）。

●フォッサ・マグナ

　日本の中央地溝帯。ラテン語で「大きな裂け目」の意。

●モール泉

　植物起源の有機質を多く含む温泉。

●ナウマン

　ハインリッヒ・エドムント・ナウマン（1854-1927）。ドイツの地質

学者。日本初の本格的な地質図を作成。フォッサ ・ マグナを発

見。ナウマン象で名を残す。

用　語　解　説

様
々
な
温
泉
帯
が
集
ま
る
県
内
温
泉

様
々
な
温
泉
帯
が
集
ま
る
県
内
温
泉

和風から「近代的サウナ浴」の名湯和風から「近代的サウナ浴」の名湯

フォッサマグナ（大断裂帯）の名湯フォッサマグナ（大断裂帯）の名湯

甲府盆地の基盤、深度1500mからの名湯甲府盆地の基盤、深度1500mからの名湯

新日本三大夜景の名湯新日本三大夜景の名湯

盆地中心部、源泉かけ流しの名湯盆地中心部、源泉かけ流しの名湯

武田信玄ゆかりの隠し湯武田信玄ゆかりの隠し湯

やまなみの湯

■企画・制作 山梨新報社営業部
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